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日光市教育委員会生涯学習課だより         令和６年１０月発行：第７号 

学校運営協議会の運営を応援します 
～人と人とのつながりづくり・地域づくりを進めます～ 

  市内小中学校で学校運営協議会が本格的にスタートし、２年目を迎えました。冊子『学校を核とし

た地域づくりはじめの一歩』の作成・配付や「学校運営協議会委員の集い」の開催、「学校運営協議

会ファシリテーター応援講座」の実施、学校訪問等、関係者の方々に学校運営協議会について少しで

もご理解いただき、学校を核とした地域づくりの一助となるよう取り組みを進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【『学校を核とした地域づくりはじめの一歩』（冊子）の活用を】 

 とちぎ市民協働研究会の廣瀬隆人先生にご協力をいただき、次の冊子を作成しました。

「学校を核とした地域づくり」についてご理解いただき、学校と地域が良縁を結ぶ一助と

なるよう、学校運営協議会の全委員と日光市内の全教職員の皆様に配付しました。 

 

 

 

 

 

 

 

               ご活用をお願いいたします 

 

 

 

 

 

 

 

           内  容 

１． 日光市の学校運営協議会（基本的な考え方） 

２． 2019（令和元）～2022（令和４）年度の取り組み 

３． 2023（令和５）年度の取り組み 

４． 学校運営協議会の進め方８か条 

５． 一般社団法人とちぎ市民協働研究会資料 

 

 

 

 

            

      
                

               

         

        

                

【「学校運営協議会委員の集い』開催】［７/２日（火）］ 昼の部と夜の部の２回開催 

 ７月２日（火）、とちぎ市民協働研究会の廣瀬隆人先生をお招きし、「学校を核とした地

域づくりはじめの一歩」と題し、ご講演をいただきました。冊子の内容についてご講話い

ただくとともに、参加者の疑問や質問にていねいにお答えいただきました。 

 

 

 

 

 

 

      ～参加者アンケートより～ 

・「人と人とをつなぐ」このキーワードをもとに考え

ると全てがシンプルになり、本質に迫れると思う。人

と人がつながることは、人を幸せにする大切な要素だ

と思う。運営協議会に関われる自分は幸せだと思う。 

・基本の話、大切なこと、学運協のありかたがよく分

かるお話でした。根本的に“地域づくり、人と人との

つながりづくり”であることを理解しました。 
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事前打ち合わせから今後のテーマを検討・実施の例（小林小・中学校運営協議会） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第２回に向けた事前打ち合わせ】［6/20(木)17 時 30 分～］ 小林中に於いて 

    ※第１回協議会後に次回の打ち合わせを予定していたが、できなかったためこの日に実施 

 〇 参加者 

   会長・副会長・監事（２名）・校長（中学校）・事務局長（中学校教頭）、事務局会計

（中学校教務） 同席者：生涯学習課（福田・湯澤） 

 〇 内容 

   第２回学校運営協議会の内容について 

 

 

 

 

 

 

 

 

この小林地区につい

て中学生がどう思っ

ているか、聞きた

いけれど、可能で

すか？ 

 

次回、地域のこ

とを考えるなら

ば、中学生を積

極的に参加させ

たいですね。 

 

 

 

 

【第２回学校運営協議会】［７/24（水）15 時 30 分～］ 小林公民館に於いて 

  テーマ：今の塩野室地区（小林）をどう思うか？ 

  ねらい：学校（生徒）と地域がつながる 

    参加者：委員・小中学校教職員・生徒会役員（中学校） 

  

▲中学生が学校紹介      ▲意見交換（各班に１名の中学生）              

中学生の感想 ：先生や地域の人といろんな意見を出し合って楽しかった。これからこう 

 いう話し合いをして、小林をよくしていけるようにしたい。 

委員の感想  ：中学生が入ったことはとてもよかった。委員の中に若手の卒業生が入っ

てもよいと思った。 

教職員の感想 ：あたたかい雰囲気の中で、塩野室地区の魅力をたくさん教えていただき 

        ました。とっても素敵な地区ですね。 

   ★終了後に第３回の打ち合わせを、会長・副会長・監事・事務局で実施しました 

 

アイスブレイク

として、中学校

の生徒集会で実

施したゲームを

行いました 

 

 

 

あい 
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昨年度からのテーマを継続、発展させている例（大沢小学校運営協議会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  令和４年度：学校運営協議会の試験的・先行導入校                                

   

令和５年度：第３回 11/29日（水）：委員さんから次の意見が出された（委員・校長・教頭） 

                         

 

 

第４回 ２/９日（金）：前回提案されたテーマで実施（委員・校長・教頭・教

務・教諭２名）〖大沢小学校の子どもたちの未来像〗 

 

  令和６年度：第１回 ６/５日（水）：昨年度４回目のテーマについて考え、８項目にまと

めた内容について先生方とともに考えた（委員・校長・教頭・教務・

全教職員） 

 

         第２回 ９/４日（水）：それぞれの目ざす子どもの姿に向けて「一歩進めるた

めの」具体策について協議した（委員・校長・教頭・教務） 

 

 

                      

 

 

 

   

 

前回「下校」がテーマに取り上げられ、子

どもたちに「生きる力」を身につけてほしい

という話がありました。「下校」というテーマ

を「生きる力」の一つと考えると、「生きる

力」をテーマに、特にどのような力を身につ

け、どのような子どもになって欲しいかを考

えてはどうでしょうか。 

 

今日は本当に！本当にすばらしい会になったと

思います。全員が子どもたちの未来について、

キラキラした目で話し合っている様子が印象的

でした。 

 

 

 

 

そうですね。そのテーマ

でやってみましょう。 

 

未来の子どもの姿につい

て、先生方と一緒に考える

ことができたことは、とて

も有意義でした。これらを

もとに、自分に何ができる

か考えたいです。 

 

 

 

 

 

 
第３回 11/29（金）：前回までに考えた「大沢小の子どもたちの未来像とそ

れを進める具体策」をテーマに６年生と懇談を予定 

                         

 

 

 

 

まずは委員同士の関係づくりから 
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地域の話＆グルーピングの工夫［大桑小学校運営協議会②：７/２２日（月）］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

配付資料の工夫＆学校と地域の連携について会長さんも説明 

［東原中学校運営協議会①：６/７日（金）］            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

発行：日光市教育委員会事務局生涯学習課         （２１）５１８２ 

             担当：湯澤・福田   FAX（２１）５１８５ 

自治会長さんと公民館長さんが地域について話されました＆グルーピングの工夫 

 自治会長さん（会長）から豊岡地区のよさや地域が現在抱えている悩みについて、公民館長さんから

は、豊岡地区まちづくり協議会の基本方針と事業について話がありました。この日は「昔遊びの道具」が

グルーピングの手段となり、けん玉・竹とんぼ・お手玉・ベーゴマの４班で進められました。 

 

      

 ▲自治会長さん        ▲公民館長さん        ▲けん玉に挑戦する委員さん       

 

 

 

 

 

 

 

 学校のことをより知っていただくために、学校経営方針の重点化構想以外、学校課題や学校行事、部活

動加入状況や卒業生の進学先一覧、地域学校協働活動の資料が配布され、学校側と会長さんより、わか

りやすく簡潔な説明がありました。本市の場合、学校運営協議会の委員＝地域学校協働本部委員でもあ

るため、地域と学校の連携活動について共有することはとても大切ですね。東原中では、地域連携活動

の説明は、教頭先生と地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター）でもある会長さんがされてい

ました。 

   

▲説明を聞く委員さん方 

 

 

 

 

 

 

 

 配付資料は既に作成されたものであるため、準備はそんな大

変ではありません。また、会長さんは、玄関の生け花ボランテ

ィアであり、かつ地域コーディネーターさんでもあるため、学

校や地域のことをよく知っていらっしゃいます。学校にもよく

来てくださり、頼りになる方です。（教頭） 

 

 

 

 参加者のつぶやき：本校の名簿には、ふりがな 

がふってあったので、間違えないですみました。 
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